
庁
舎
前
の
防
空
壕
で
爆
風
に
よ
る
土
砂
く
ず
れ
ひ
ど
く
今
日
は

最
後
か
と
思
っ
た
の
と
同
時
刻
に
母
は
炎
天
の
下
で
の
稲
刈
り

で
田
ぼ
の
畔
で
心
臓
衰
弱
（
生
来
心
臓
弱
し
）
で
息
子
の
帰
り

も
待
た
ず
死
ん
だ
の
で
あ
る
。

父
や
兄
等
は
母
が
身
代
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
い
っ
た
。

母
子
の
絆
は
科
学
で
は
解
明
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
、
私
は

こ
こ
ろ
か
ら
母
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

近
所
へ
復
員
の
挨
拶
に
回
っ
た
折
り
、
あ
る
家
は
、
三
人
の

息
子
を
皆
戦
死
さ
せ
て
老
母
が
さ
び
し
く
息
子
の
嫁
や
孫
と
暮

ら
し
て
い
た
。

私
の
母
の
死
を
い
た
み
、
母
親
の
立
場
で
私
の
母
な
き
さ
び

し
さ
を
思
い
存
分
に
涙
を
流
し
て
も
ら
い
、
私
も
幼
な
友
達
で

老
母
の
息
子
の
戦
死
に
対
し
て
、
ね
ん
ご
ろ
に
同
情
の
言
葉
を

か
け
実
母
に
会
っ
た
よ
う
な
気
持
で
あ
っ
た
。

戦
時
中
は
天
皇
陛
下
の
御
為
、
国
の
為
と
随
分
美
し
い
こ
と

を
の
み
い
っ
て
い
た
が
、
い
ざ
別
れ
る
と
な
る
と
骨
肉
の
情
は

只
々
悲
し
み
丈
で
あ
る
と
思
っ
た
。

さ
れ
ど
私
の
場
合
は
親
は
何
時
ま
で
も
生
き
て
い
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
あ
る
が
親
死
に
子
死
に
順
序
で
あ
れ
ば
、
お
目
出

度
い
、
と
追
々
心
を
持
ち
直
し
あ
き
ら
め
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
幸
に
私
は
子
と
孫
と
で
六
人
健
在
で
あ
る
が
、
妻
に

母
親
は
丈
夫
で
父
親
よ
り
先
に
逝
く
こ
と
な
い
よ
う
長
生
き
し

て
く
れ
と
話
し
て
い
る
。

長
い
旅
路
　 

福
岡
県
　
福
成
善
太
郎
　 

私
が
二
度
目
の
召
集
令
状
を
受
取
っ
た
の
は
、
北
支
天
津
市

日
本
租
界
の
棉
花
貿
易
商
社
に
勤
務
し
て
い
た
時
で
し
た
。
所

謂
、
現
地
召
集
で
す
。
天
津
よ
り
二
泊
三
日
目
に
山
西
省
運
城

に
駐
留
し
て
い
た
冬
兵
団
第
三
十
七
師
団
（
昭
和
十
三
年
久
留

米
師
団
編
成
）
輜
重
第
三
十
七
連
隊
へ
入
隊
。
当
時
戦
局
は
既

に
敗
色
濃
く
な
っ
て
い
た
昭
和
十
九
年
二
月
十
日
で
し
た
。

部
隊
の
兵
隊
た
ち
は
熊
本
師
団
管
轄
下
の
熊
本
、
鹿
児
島
、

宮
崎
、
大
分
、
沖
縄
県
出
身
の
兵
隊
に
入
れ
替
っ
て
お
り
、
そ

れ
に
第
四
十
一
師
団
か
ら
の
転
属
兵
と
我
々
現
地
召
集
兵
の
混

成
で
、
一
個
班
の
構
成
は
総
員
十
五
名
位
だ
っ
た
か
、
内
訳
は



班
長
一
名
、
上
、
一
、
二
等
兵
五
名
、
の
他
に
十
名
位
の
中
国

人
苦
力
（
馬
扶
）
と
い
う
構
成
だ
っ
た
と
思
う
。
駄
馬
は
チ
ャ

ン
馬
、
私
は
乗
馬
の
な
い
班
長
で
あ
っ
た
。
乗
馬
で
き
る
の
は

分
隊
長
以
上
が
日
本
馬
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
初
旬
よ
り
行
動
を
起
し
、
大
陸
縦
貫
作
戦

即
ち
北
京
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
鉄
道
を
貫
通
さ
せ
、
物
資

を
輸
送
さ
せ
よ
う
と
い
う
夢
の
よ
う
な
大
作
戦
で
あ
っ
た
。
山

西
省
運
城
を
出
発
し
京
漢
線
へ
出
て
黄
河
の
北
岸
、
新
郷
ま
で

貨
車
輸
送
。
下
車
後
大
黄
河
を
上
陸
用
舟
艇
で
渡
河
し
た
後
右

折
し
、
洛
陽
を
攻
略
。
さ
ら
に
西
進
し
盧
氏
艇
身
部
隊
へ
配
属

さ
れ
、
攻
略
後
再
び
京
漢
線
ま
で
引
き
返
え
し
、
さ
ら
に
南
下

し
て
、
信
陽
に
至
り
、
こ
こ
か
ら
漢
口
ま
で
が
貨
車
輸
送
で
あ

っ
た
。
漢
口
よ
り
揚
子
江
を
渡
河
、
対
岸
の
武
昌
に
到
着
し
て
、
三

週
間
位
休
養
の
後
、
さ
ら
に
南
下
、
洞
庭
湖
を
右
に
見
て
長
沙

へ
到
着
し
た
。

こ
こ
で
糧
秣
受
領
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

糧
秣
は
全
く
な
し
、

「
現
地
調
弁
に
よ
る
べ
し
」
と
い
う
軍
命
令
だ
け
で
あ
っ
た
。

非
常
食
乾
パ
ン
を
喰
い
延
ば
し
四
、
五
日
し
て
青
田
刈
り
の
始

ま
り
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
実
が
入
っ
て
い
る
の
か
解
ら
ぬ
九

月
初
旬
頃
だ
っ
た
。
宿
営
地
に
着
く
と
早
速
ゴ
ボ
ー
剣
で
稲
刈

り
だ
っ
た
。

夜
明
け
前
の
暗
い
中
に
稲
刈
り
を
す
ま
せ
な
い
と
敵
機
の
襲

撃
で
あ
る
。
制
空
権
は
在
支
米
空
軍
に
完
全
に
制
圧
さ
れ
て
お

り
、
落
下
傘
爆
弾
、
機
銃
掃
射
と
や
ら
れ
放
題
、
友
軍
機
の
姿

は
一
機
も
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
の
班
も
駄
馬
三
頭
を
銃

撃
で
失
い
ま
し
た
が
幸
い
に
兵
隊
と
中
国
苦
力
に
被
害
は
な
か

っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
あ
っ
た
の
に
我
々
は
敵
機
が
襲
撃
で
き

な
い
よ
う
毎
日
毎
日
の
夜
行
軍
で
あ
っ
た
。
出
発
も
暗
く
な
っ

て
か
ら
、
暗
い
う
ち
に
設
営
し
明
る
い
昼
間
が
就
眠
の
時
間
で

あ
っ
た
。
暗
い
う
ち
に
稲
刈
り
し
、
農
家
に
残
っ
て
い
る
千
歯

で
■
を
落
し
、
泥
臼
で
■
剥
ぎ
、
唐
箕
に
掛
け
玄
米
を
作
っ
た
。

こ
れ
も
残
し
て
置
い
て
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
岩
塩
を
舐
め
て
の

夜
行
軍
で
あ
っ
た
。

や
が
て
月
日
も
経
過
し
南
下
す
る
に
従
い
貯
蔵
の
籾
が
あ
っ

た
り
し
て
、
糧
秣
関
係
の
事
情
も
よ
く
な
り
、
一
路
桂
林
へ
と

数
個
師
団
が
包
囲
網
を
縮
め
て
い
っ
た
。
我
が
第
三
十
七
師
団



（
光
部
隊
）
は
■
回
し
て
敵
の
退
路
遮
断
に
当
り
捕
虜
一
万
三

千
名
、
他
兵
器
多
数
を
捕
獲
し
た
。
桂
林
に
入
城
し
た
の
は
昭

和
十
九
年
十
一
月
十
日
頃
で
あ
っ
た
。
我
が
駄
馬
中
隊
に
捕
虜

八
十
五
名
が
割
り
当
て
ら
れ
、
最
初
の
日
の
衛
兵
司
令
が
私
だ

っ
た
。
彼
等
は
三
日
三
晩
敗
走
し
続
け
ほ
と
ん
ど
何
も
食
べ
て

な
い
と
訴
え
、
収
容
し
た
農
家
内
に
あ
る
里
芋
を
焼
い
て
食
べ

て
良
い
か
と
い
う
の
で
、
食
べ
て
良
い
と
許
可
し
、
さ
ら
に
外

か
ら
米
を
搬
入
さ
せ
て
炊
飯
し
十
分
に
食
べ
る
よ
う
い
っ
た
の

で
彼
ら
は
喜
び
そ
の
夜
は
ぐ
っ
す
り
睡
眠
し
て
い
た
。

私
は
一
睡
も
せ
ず
に
逃
亡
を
警
戒
し
、
翌
朝
の
衛
兵
交
代
ま

で
無
事
任
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

然
し
な
が
ら
、
こ
こ
桂
林
に
到
着
す
る
間
に
は
現
地
召
集
の

一
ツ
星
（
年
齢
は
私
と
同
じ
く
ら
い
の
当
時
三
十
一
歳
前
後
の

丙
種
合
格
で
、
体
に
何
等
か
の
欠
陥
の
あ
る
者
が
多
か
っ
た
）

達
の
ほ
と
ん
ど
が
疲
労
と
栄
養
失
調
に
よ
り
戦
没
し
ま
し
た
。

中
に
は
何
時
ま
で
続
く
か
解
ら
な
い
毎
夜
の
強
行
軍
に
つ
い
て

行
く
気
力
を
無
く
し
、
手
榴
弾
で
自
ら
の
命
を
断
っ
た
現
地
召

集
の
初
年
兵
も
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
過
酷
で
果
し
な
い
夜

行
軍
の
連
続
で
あ
っ
た
。

桂
林
を
攻
略
し
て
半
月
位
だ
っ
た
ろ
う
か
。
休
養
の
後
、
ま

た
南
進
命
令
が
下
り
、
私
が
五
年
前
、
通
過
し
た
賓
陽
↓
九
塘

墟
↓
八
塘
墟
↓
七
、
六
、
五
、
四
、
三
、
二
、
一
、
塘
墟
↓
南

寧
↓
呉
村
墟
と
内
陸
部
か
ら
南
下
、
右
折
し
国
境
の
峠
、
鎮
南

関
を
通
過
し
仏
印
へ
、
そ
の
頃
、
未
だ
健
在
で
あ
っ
た
印
度
支

那
駐
留
フ
ラ
ン
ス
軍
を
叩
き
つ
ぶ
し
、
一
路
タ
イ
国
に
入
り
我

々
駄
馬
輜
重
中
隊
だ
け
が
第
三
十
七
師
団
よ
り
外
れ
、
他
の
師

団
の
配
属
と
な
り
、
北
部
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
付
近
ま
で
北
上

し
た
と
こ
ろ
で
終
戦
と
な
っ
た
。

そ
れ
以
後
は
英
国
軍
側
の
指
図
に
よ
っ
て
移
動
し
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ま
た
反
転
南
下
、
ナ
コ
ン
サ
ワ
ン

と
い
う
と
こ
ろ
で
武
装
解
除
、
さ
ら
に
ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
と
い

う
と
こ
ろ
で
龍
兵
団
、
第
五
十
六
師
団
、
関
東
の
原
兵
団
、
第

二
十
二
師
団
、
大
阪
の
師
団
、
第
四
師
団
、
弓
兵
団
、
第
三
十

三
師
団
、
祭
兵
団
、
第
十
五
師
団
等
の
残
存
部
隊
と
我
が
第
三

十
七
師
団
（
光
兵
団
）
が
集
結
し
、
内
地
帰
還
の
日
を
待
つ
こ

と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
四
ヵ
月
間
位
経
過
し
た
昭
和
二
十
一
年
三
月
ご
ろ
だ

っ
た
と
思
う
。
突
然
終
戦
後
別
れ
て
い
た
中
国
苦
力
（
馬
扶
）



彼
ら
は
英
国
軍
の
キ
ャ
ン
プ
に
保
護
収
容
さ
れ
て
い
た
。
駄
馬

中
隊
に
は
三
百
名
余
り
い
た
。
そ
の
中
の
代
表
三
十
名
位
が
英

軍
将
校
に
引
率
さ
れ
て
き
て
、
我
々
駄
馬
中
隊
全
員
を
一
列
横

隊
に
整
列
さ
せ
首
実
験
と
な
っ
た
次
第
。
そ
の
結
果
、
中
隊
長

以
下
三
十
六
名
が
指
定
さ
れ
、
そ
の
中
に
私
も
加
え
ら
れ
た
一

人
で
し
た
。

早
速
装
具
を
纏
め
て
集
合
さ
せ
ら
れ
、
自
動
機
銃
を
脇
に
抱

え
た
英
兵
に
前
と
後
か
ら
監
視
さ
れ
な
が
ら
、
軍
用
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
車
さ
せ
ら
れ
、
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
護
送
さ
せ
ら
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
バ
ン
コ
ッ
ク
を
過
ぎ
十
二
キ
ロ
位
だ
っ
た
ろ
う
か

急
に
止
ま
っ
た
。
バ
ン
ガ
ン
刑
務
所
の
門
の
前
だ
、
刑
務
所
は

何
処
も
同
じ
、
高
い
塀
、
鉄
の
扉
だ
。
門
前
に
立
っ
て
い
た
印

度
兵
に
「
カ
ム
オ
ン
、
カ
ム
オ
ン
」
と
迎
え
ら
れ
て
門
内
に
入

っ
た
。
門
内
に
入
っ
た
途
端
、
人
間
を
焼
い
て
い
る
よ
う
な
嫌
な
臭

い
が
漂
っ
て
い
る
。
こ
の
匂
い
を
嗅
い
だ
時
、
あ
ゝ
駄
目
だ
と

思
っ
た
。
戦
争
に
負
け
戦
犯
容
疑
者
の
一
員
と
な
っ
た
の
で
は

助
か
る
ま
い
。
処
刑
さ
れ
焼
か
れ
る
の
か
、
こ
こ
タ
イ
国
バ
ン

コ
ッ
ク
郊
外
メ
ナ
ム
河
畔
バ
ン
ガ
ン
刑
務
所
の
露
と
消
え
果
て

る
の
か
と
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
英
軍
陸
軍
少
佐
の
刑
務
所
長
が
直
々
の
服
装
検
査

の
後
で
二
名
宛
に
別
れ
て
各
部
屋
へ
入
室
し
た
次
第
で
す
。
二

階
で
し
た
。
一
号
室
か
ら
二
十
四
号
室
ま
で
あ
っ
て
、
各
部
屋

の
広
さ
は
学
校
の
教
室
位
、
中
央
が
廊
下
で
向
か
い
あ
っ
て
、

廊
下
に
面
し
た
処
は
ラ
イ
オ
ン
が
入
る
よ
う
な
鉄
格
子
で
、
右

も
左
も
壁
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
後
方
も
高
い
処
に
三
十
セ
ン
チ

四
角
ぐ
ら
い
の
明
窓
一
つ
の
壁
で
、
私
は
八
号
室
で
し
た
。

「
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
第
三
十
七
師
団
か
ら
参
り
ま
し
た

福
成
と
い
う
者
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
て
部
屋
に
入
る
と
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
ご
苦
労
様
で
し
た
」

と
先
着
の
連
中
か
ら
暖
か
く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
室
十
八
名

ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
は
郷
里
は
何
処
、
職

業
は
、
等
々
世
間
話
は
尽
き
ま
せ
ん
。
私
も
色
々
と
刑
務
所
内

の
様
子
等
尋
ね
ま
し
た
。
で
早
速
先
刻
入
っ
て
き
た
時
の
人
間

を
焼
い
て
い
る
よ
う
な
嫌
い
な
匂
い
事
を
尋
ね
ま
し
た
ら
、

「
あ
ゝ
、
あ
れ
は
人
糞
に
重
油
を
ぶ
っ
か
け
て
燃
や
し
て
い

る
匂
い
だ
」



と
聞
い
て
一
安
心
し
ま
し
た
。

私
の
八
号
室
に
は
捕
虜
収
容
所
関
係
の
将
校
、
下
士
官
が
主

で
し
た
。
外
に
泰
緬
鉄
道
施
設
に
関
係
し
た
鉄
道
隊
の
将
校
、

下
士
官
、
ま
た
憲
兵
隊
関
係
も
多
か
っ
た
。
第
十
号
室
は
全
員

連
隊
長
級
の
大
佐
連
中
で
一
杯
で
し
た
。

一
階
の
独
房
に
は
ビ
ル
マ
方
面
軍
最
高
指
揮
官
木
村
兵
太
郎

大
将
、
南
方
軍
参
謀
長
板
垣
征
四
郎
大
将
、
他
に
中
村
明
人
大

将
、
佐
藤
賢
了
中
将
、
豊
田
中
将
、
等
々
閣
下
連
中
が
満
員
で

Ａ
級
戦
犯
と
し
て
東
京
裁
判
の
た
め
、
巣
鴨
刑
務
所
へ
護
送
さ

れ
る
途
上
で
の
飛
行
機
便
待
ち
の
一
時
宿
泊
で
し
た
。
二
週
間

位
だ
っ
た
か
一
緒
に
水
浴
し
た
り
、
世
間
話
を
し
た
事
も
あ
り

ま
し
た
。
閣
下
連
中
も
裸
に
な
れ
ば
普
通
の
や
さ
し
い
オ
ジ
イ

チ
ャ
ン
で
し
た
。

刑
務
所
内
の
日
本
兵
総
員
一
時
期
は
千
人
以
上
い
た
そ
う
で

す
が
、
我
々
の
頃
は
七
百
名
ぐ
ら
い
い
た
と
思
い
ま
す
。
バ
ン

ガ
ン
刑
務
所
で
六
ヵ
月
間
ぐ
ら
い
生
活
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の

愚
作
一
つ
「
何
時
帰
還
る
　
当
な
き
配
所
の
　
十
字
星
」

そ
れ
で
は
刑
務
所
の
一
日
中
の
生
活
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。
一
、
朝
七
時
起
床
八
時
～
九
時
、
二
階
入
り
口
の
鉄
格
子
が

開
け
ら
れ
て
下
の
炊
事
場
へ
飯
上
げ
、
用
便
を
済
ま
し
二

階
に
上
が
る
。
格
子
を
閉
る
。

二
、
昼
食
時
間
○
時
～
一
時
、
飯
上
げ
及
び
用
便
。

三
、
水
浴
時
間
午
後
二
時
～
四
時
、
長
い
水
槽
（
幅
一
メ
ー

ト
ル
、
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
位
）
の

周
囲
で
雑
談
し
な
が
ら
炊
事
場
か
ら
薪
を
小
さ
く
切
り
、

マ
ー
ジ
ャ
ン
牌
や
将
棋
の
駒
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
摺
り
一

定
の
大
き
さ
に
仕
上
げ
る
等
楽
し
い
時
間

四
、
夕
食
時
間
午
後
六
時
～
七
時
、
夕
食
飯
上
げ
、
用
便
。

以
上
計
五
時
間
が
外
の
空
気
が
吸
わ
れ
る
時
間
。
他
に

何
も
労
働
作
業
等
な
し
。

右
以
外
の
時
間
は
各
自
部
屋
で
囲
碁
、
将
棋
、
マ
ー
ジ
ャ
ン

等
で
時
間
を
潰
し
て
い
た
。

そ
の
う
ち
に
我
々
輜
重
第
三
十
七
連
隊
関
係
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
チ
ャ
ン
ギ
ー
刑
務
所
へ
護
送
さ
れ
、
そ
こ
で
一
ヵ
月
間
ぐ

ら
い
滞
在
し
、
中
国
関
係
は
広
東
へ
護
送
さ
れ
た
の
で
す
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
港
か
ら
英
軍
の
香
港
進
駐
軍
交
代
兵
と
一
緒
に
兵



員
輸
送
船
に
乗
せ
ら
れ
九
龍
港
に
上
陸
し
、
広
九
鉄
道
で
広
東

市
中
央
の
大
沙
頭
駅
に
下
車
。

駅
前
の
広
場
へ
出
た
途
端
に
小
石
が
飛
ん
で
く
る
し
、

「
ヤ
ッ
ポ
ン
チ
ャ
イ
」「
チ
ャ
ン
コ
ロ
」
等
々
と
以
前
我
が

第
十
八
師
団
が
占
領
当
時
、
心
無
き
兵
隊
た
ち
が
中
国
人
へ
浴

び
せ
て
い
た
罵
声
が
我
々
の
頭
の
上
か
ら
返
っ
て
き
ま
し
た
。

全
く
因
果
応
報
と
は
正
に
こ
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

駅
か
ら
珠
江
に
架
っ
て
い
る
海
珠
橋
を
渡
り
、
確
か
昭
和
十

三
年
占
領
当
時
糧
秣
受
領
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
う
自

動
車
廠
跡
地
に
『
広
東
戦
犯
拘
置
所
』
の
門
札
が
か
か
っ
た
門

内
に
入
る
と
、
こ
こ
に
も
先
客
さ
ん
が
二
百
六
十
名
ぐ
ら
い
い

た
と
思
い
ま
す
。

南
支
方
面
軍
最
高
指
揮
官
の
田
中
久
一
中
将
、
第
百
三
十
一

師
団
長
近
藤
新
八
中
将
、
松
藤
中
将
、
三
国
中
将
と
お
ら
れ
、

追
々
と
軍
事
裁
判
が
始
ま
り
最
初
に
田
中
閣
下
が
処
刑
さ
れ
、

近
藤
閣
下
、
憲
兵
隊
関
係
の
将
校
、
下
士
官
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
遂
に
我
が
輜
重
第
三
十
七
連
隊
に
至
り
増
木
中
隊
長
、
日
高

大
尉
以
下
五
名
計
七
名
が
広
東
白
雲
山
麓
に
於
て
銃
殺
処
刑
さ

れ
た
の
で
す
。『
広
東
迅
報
』
に
は
第
一
面
に
デ
カ
デ
カ
と
写

真
入
り
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
広
東
市
内
の
中
山
公

園
に
は
『
日
軍
第
十
八
師
団
戦
利
品
』
と
墨
字
で
大
書
し
た
板

の
立
て
看
板
を
立
て
、
大
き
な
印
度
象
を
繋
い
で
民
衆
に
見
物

さ
せ
て
い
た
の
に
は
苦
笑
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

広
東
裁
判
で
田
中
閣
下
以
下
五
十
一
名
が
処
刑
さ
れ
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
田
中
閣
下
以
下
六
名
の
方
々
の
辞
世
の
句
を
拝
読
し

ま
す
。

南
支
派
遣
軍
司
令
官
陸
軍
中
将
　
田
中
久
一

永
年
の
　
終
り
の
歩
み
　
さ
わ
や
か
に

恵
み
の
途
を
　
■
り
ゆ
く
吾

第
百
三
十
一
師
団
長
　
陸
軍
中
将
　
近
藤
新
八

空
■
の
　
身
は
広
東
に
　
葬
る
と
も

天
翔
り
な
む
　
我
が
荒
魂
は

金
門
島
警
備
隊
司
令
官
　
陸
軍
大
佐
　
徳
本
光
信

さ
し
て
行
く
　
宿
の
灯
　
み
え
そ
め
て

急
ぐ
に
は
惜
し
　
春
の
夜
の
月

南
支
憲
兵
隊
　
憲
兵
曹
長
　
安
藤
茂
樹



日
の
本
は
　
ま
ぼ
ろ
し
の
国
　
夢
の
国

な
つ
か
し
の
国
　
還
れ
ざ
る
国

輜
重
第
三
十
七
連
隊
　
陸
軍
大
尉
　
増
木
欣
一

故
郷
の
　
母
は
待
つ
ら
ん
　
す
め
ら
ぎ
の

醜
の
御
楯
と
　
征
で
立
ち
し
吾
れ
を

輜
重
第
三
十
七
連
隊
　
陸
軍
大
尉
　
日
高
保
清

悠
久
の
　
大
義
に
い
く
る
　
道
な
れ
ば

我
が
科
赦
せ
　
故
郷
の
諸
人

思
え
ば
長
い
旅
で
あ
っ
た
。
山
西
省
運
城
を
出
発
し
て
か
ら

一
万
四
百
キ
ロ
一
年
六
ヵ
月
を
費
や
し
、
ほ
と
ん
ど
自
分
の
足

で
歩
き
終
着
駅
が
泰
国
の
刑
務
所
で
あ
っ
た
。
我
々
は
何
時
の

間
に
か
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
。
戦
争
に
反
対
す
る
も
の

は
処
罰
、
処
刑
さ
れ
た
誰
一
人
と
し
て
戦
争
を
止
め
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
。
強
い
九
州
兵
団
は
一
番
困
難
な
戦
場
へ
持
っ

て
い
か
れ
た
。
一
番
犠
牲
者
が
多
か
っ
た
の
は
九
州
兵
団
だ
ろ

う
。日
清
、
日
露
の
戦
争
か
ら
日
独
戦
争
の
青
島
出
兵
、
引
き
続

き
ロ
シ
ア
革
命
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
も
第
一
番
に
出
兵
さ
せ
ら
れ

た
の
は
第
十
八
師
団
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
満
州
事
変
、
上
海

事
変
、
支
那
事
変
か
ら
大
東
亜
戦
争
と
、
軍
神
は
ほ
と
ん
ど
が

九
州
男
子
で
あ
る
。
日
露
戦
争
の
軍
神
橘
中
佐
で
あ
り
、
広
瀬

中
佐
で
あ
る
。
ま
た
上
海
事
変
の
肉
弾
三
勇
士
で
あ
っ
た
。
マ

レ
ー
コ
タ
バ
ル
上
陸
作
戦
に
奮
戦
死
し
た
軍
神
達
は
皆
九
州
男

子
で
あ
っ
た
。

最
後
は
ビ
ル
マ
戦
線
で
の
騰
越
、
拉
孟
、
ミ
イ
ト
キ
ー
ナ
、

フ
ー
コ
ン
作
戦
の
悲
壮
極
ま
り
な
い
敗
退
、
玉
砕
で
あ
っ
た
。

■
介
石
総
統
を
し
て
『
世
界
最
強
軍
団
菊
（
第
十
八
師
団
）

、

龍
兵
団
（
第
五
六
師
団
）
を
範
と
せ
よ
』
と
激
賞
さ
せ
た
九
州

兵
団
が
何
故
に
悽
愴
な
る
敗
戦
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
か
。
止

ま
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
軍
の
侵
攻
作
戦
計
画
に
白
骨
街
道
と
化
し

た
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
敗
退
、
弾
薬
も
食
糧
も
補
給
せ
ず
し
て
、

陣
地
を
死
守
せ
よ
と
命
令
し
、
徒
ら
に
一
銭
五
厘
で
雑
兵
を
召

集
し
戦
線
へ
送
り
込
む
だ
け
の
無
計
画
な
軍
最
高
指
揮
官
の
無

能
さ
に
怒
り
さ
え
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
西
湖
会
の
戦
友

の
う
ち
、
再
度
の
召
集
で
ビ
ル
マ
戦
線
へ
配
属
さ
れ
た
大
半
は

戦
死
し
て
い
る
。

我
々
は
た
だ
運
が
良
か
っ
た
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
気
持

で
一
杯
で
あ
る
。
二
度
と
か
か
る
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な



い
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
々
は
戦
争
の
真
実
を
子
孫
へ
伝
え
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。我
々
は
戦
死
さ
れ
た
戦
友
を
偲
び
、
心
よ
り
冥
福
を
祈
り
、

ま
た
ご
遺
族
の
ご
多
幸
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
合
掌

『
一
将
　
功
成
り
て
　
万
骨
枯
る
』

輜
重
第
十
二
連
隊
第
一
中
隊
戦
友
会
『
西
湖
会
』

『
一
ツ
星
の
詩
』
を
参
考
資
料
と
す
る

二
年
と
十
一
ヵ
月
の
大
東
亜
戦
参
加
　 

滋
賀
県
　
鉤
■
道
　 

大
正
七
年
生
れ
の
私
は
、
第
一
補
充
兵
役
、
二
十
四
歳
で
教

育
召
集
（
三
ヵ
月
）
の
令
状
を
も
ら
っ
た
の
は
、
確
か
そ
の
年

（
昭
和
十
八
年
）
の
五
月
二
十
日
頃
、
麦
、
菜
種
の
取
り
入
れ

が
始
ま
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
。
農
業
を
家
業
と
す
る
わ
が
家
は

当
時
、
一
町
七
反
余
り
を
耕
作
し
て
お
り
、
新
婚
二
カ
月
の
妻

を
含
め
祖
父
と
父
母
、
弟
妹
、
長
男
の
私
と
で
十
人
の
大
家
族

だ
っ
た
の
で
す
。

兵
庫
県
青
野
ヶ
原
の
中
部
第
四
十
九
部
隊
（
戦
車
第
十
九
連

隊
）
に
同
年
八
月
一
日
入
隊
し
た
の
で
す
。
教
育
召
集
の
三
ヵ

月
と
い
う
の
は
名
目
だ
け
で
、
三
ヵ
月
経
過
し
た
時
点
で
臨
時

召
集
に
切
り
換
え
ら
れ
ま
し
た
。

少
し
だ
け
は
戦
車
操
縦
の
特
訓
も
受
け
た
の
で
す
が
、
同
年

の
十
二
月
中
ご
ろ
に
は
南
方
要
員
と
し
て
夏
服
を
支
給
さ
れ
ま

し
た
。
船
便
を
待
つ
た
め
、
名
古
屋
近
郊
の
瀬
戸
廠
舎
に
冬
の

間
か
ら
春
先
ま
で
滞
在
し
て
お
っ
た
の
で
す
。
私
は
原
隊
出
発

と
同
時
に
中
尾
少
尉
の
当
番
兵
を
命
ぜ
ら
れ
、
身
の
廻
り
の
世

話
な
ど
を
す
る
任
務
で
し
た
が
、
同
室
の
将
校
の
中
に
は
酒
好

き
な
の
が
い
て
、
当
番
兵
仲
間
で
酒
集
め
に
協
力
す
る
こ
と
に

な
り
、
私
も
名
古
屋
の
親
戚
ま
で
何
回
か
外
出
し
て
無
理
を
い

っ
て
お
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
う
ち
に
、
第
二
軍
野
戦
自
動
車
廠
に
転
属
が
決
ま
り
、

下
関
の
旅
館
に
二
泊
し
、
門
司
を
出
航
し
た
の
が
昭
和
十
九
年

四
月
二
十
九
日
で
し
た
。
私
た
ち
兵
隊
は
全
く
行
先
は
知
ら
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
三
列
縦
隊
で
約
十
五
隻
の
船
団
は
、
両
側

に
駆
遂
艦
や
海
防
艦
、
空
母
も
一
隻
は
時
々
見
え
て
い
ま
し
た
。




